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フェ イスの様式は、多くがMac OSやWindows OS等に
代表される GU I (Graphical User Interface）と呼ばれ
る物である。 Gu I のメリットは、 視覚的指示により直
感的に操作できるということであり、使い手がコンピュ
ータとの情報のやりとりに、文字ではなく絵図を利用す














I アイ コ ンについて













(PARC）で 、 19 78年に最初の Gu I 搭載コンピュー夕、




たが普及までには王らなかった。 この時点で現在と 同 じ
意味でのアイコンという言葉と概念が存在していたよう






ピュータであるMacintosh( l 984～）の Gu I 環境を実現




イン （Apple Human Interface Guidelin巴s : Th巴 Appl巴













3 アイ コ ンの問題点
アイコンの利用が一般のユーザー聞に普及 し始めて約
1 5 年が経つ。 アイコンの目的は、本来視覚情報を利用
して直感的に理解できることにある 。 そして、誰でもど
こででもコンピュータを気軽に使うことができるという
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図 2 アイコン識別の問題 （同一アプリケーション）
(3) 異OS聞におけるアイコンの統一性の問題






































































「アイソタイプ」（ISOTYPE, Internasional System of 
Typographic Pictur巴 Education）は、オーストリアの哲学
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る。 a は、「何を・イ可が」にあたり、 b C d は、「どうで





















なくてはならないだろう 。 例えば「トンネルは通行禁止」 注
であることを示したい場合、見手がトンネルの前にいた 1) ゼロックス（Xerox）社のPARC研究所（ゼロックス・
ならば、入り口に「×」の記号があれば理解できる。し パロ・アルト中央研究所／Palo Alto Research Center）が提唱するユ
かし、そのまま前進すればトンネルがあるが、目の前に ピキータス ー コンピューティング（ubiquitas computing／偏在性を持
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